
ローカル5G信号品質を先読みするフィジカルAI
～途切れないロボット遠隔制御に向けて～

実空間で取得したデータから通信品質を予測するフィジカルAIモデ
ルを構築し、ロボットやネットワークを先読みで制御します[1]。

マルチモーダルAIアーキテクチャにより、通信信号品質・ロボット状
態・カメラ画像・LiDARを統合した予測を行います[2]。

センサ品質を考慮した融合処理により、データの品質指標に基づく
重みを動的調整することで、低品質センサの影響を抑制します[3]。

 4.9GHz帯における模擬プラントでの実証において、線形回帰との
比較でRMSE 3.75%の改善を達成しました。

電波品質の先読みによる高信頼なロボット制御やネットワーク制御
 3GPP RAN1 6GRのAI/ML標準化の議論とも整合[4]
現場の電波環境にもとづく学習が可能なので、工場・災害現場など、
通信環境が変動しやすい場所にも適用可
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